
      2018 年度第 2 回外洋常任委員会 議事録 

 
日 時 ： 2018 年(平成 30 年) 6 月 16 日（土）16：00～16：50 
場 所 ： 東京夢の島マリーナ 2F 会議室 
出席者 ： （理事） 

馬場益弘副会長、中澤信夫副会長、坂谷定生常務、菊池邦仁、平松隆、 
宇都光伸、大島茂樹、新田 肇、橘田佳音利、中村和哉、作田智惠子 
（委員会） 
ルール委員会外洋規則小委員会委員長 大村雅一 
国際委員会外洋小委員会委員長 鈴木一行 
外洋安全委員会委員長 大坪明 

      外洋常任委員会事務局長 鈴木保夫 
                        （順不同、敬称略） 計 15 名 

（オブザーバー） 児玉萬平 
                        
 議長 JSAF 副会長 馬場益弘 
 記録    理 事 作田智惠子 
  
議事に先立ち、JSAF 新副会長馬場益弘からこれからの外洋常任委員会の抱負を話された。 

 
 議題 
１． 外洋艇推進グループ組織図の確認 

新任理事、専門委員会委員長紹介と今後の体制について 
前回の話し合いに基づいて作成された資料を再確認した。 
中澤副会長より、今回副会長の任に当たることになったので、キールボート委員長の後任を

決めたいが決まるまでの間委員長を務めるとお話があった。 
また、国際委員会外洋小委員会鈴木委員長から 20 年担当しているので、小林昇氏を委員長に

新体制で臨み、今後はオブザーバーとして参加していくとのお話があった。 
 
大坪委員長から、外洋常任委員会の構成メンバーについて質問があった。メンバーリストもな

いし、メンバーとして委嘱もない、またこの会に参加していても、予算、事業計画等の提出依

頼や回覧がないので自分が正式なメンバーかどうかも定かではない。外洋常任委員会のＪＳＡ

Ｆでの位置づけやメンバー構成等について明確にしてほしいとの意見があった。これに対し、

坂谷常務理事より、メンバーとしてここに委嘱状は出していないが外洋系の理事及び委員長で

構成されている会で、メンバーリストの作成はしていない。ＪＳＡＦの中でも認知された団体

である、予算、事業計画についても内規にのっとって各委員長あてに送っているが、今後は漏

れがないように運営していきたいとの説明があった。 
 



２． ワーキンググループ名簿の確認 
前回の話し合いに基づいて作成された資料を再確認した。 
通知された内容での決定となった。 
 

３． ジャパンカップ 2018 について 
6 月中に公示する。計測、安全、ルール、レース委員会に参加を依頼し、承諾を得て委員会が

発足した。 
8 月中にエントリーが 10 艇以上ない場合は中止とする。 
 

４． 専門委員会報告：国際委員会外洋小委員会委員長鈴木一行 
7 月 12 日から 10 日間ＩＲＣ、ＯＲＣの 2 つのレーティングを使用した世界大会が開催され

る。 
 

５． その他 
① ライフジャケットについて 

宇都理事からの質問があった。 
外洋特別規定を使用したレース（火山めぐりレース）においてのライフジャケットの取り

扱いについて参加艇より質問があったが、参加艇が納得のいく説明を欲しい。 
できれば外洋特別規定を使用したレースなので、すべて OSR 記載のライフジャケットで

OK にできればあり難いが。 
 
これに対し、大坪安全委員長から以下のように回答があった。 
この条例を決定しているのは JSAF ではなく国であり、したがって適応除外を認めている

のも国である。まずこれが初めにあること。 
１． JSAF 登録艇であること。 
２． RRS に基づくレースであること（SI に記載）。 
３． 主催団体が JSAF、JSAF 加盟団体、JSAF 特別加盟団体であること。 
４． 外洋特別規定又は JSAF 加盟クラス教会で規定された安全対策を適用しているレー

スであること（SI に記載） 
以上をすべてクリアーした場合のみ、今回の規則の適用から除外される。もちろん除外す

るのは国であり、JSAF が許可をするものではない。 
 

② オリンピック応援フラッグリレーについて：菊池理事 
当初 2 つのフラッグでスタートしたこの企画も、2 枚追加され現在 4 枚、4 つのコースで

行われている。外洋団体のないところでは県連にも協力依頼。4 枚が 2020 には江の島オ

リンピック会場に届くように手配する予定であるが、最終的にいつどこでどこに手渡すか

詳細は未定。 
東京オリンピック準備委員会に許可はもらっている。 
１）小笠原スタート 



２）琵琶湖スタート→富山→福井→九州へ 
３）沖縄スタート→蒲郡→江の島予定（クレセント：パールレース） 
４）種子島スタート→台湾レース→石垣→沖縄：座間味レース→九州一周 
坂谷常務理事からパールレースで江の島にリレーしたいが、外洋湘南会長艇のクレセント

にお願いしたいとの提案があり、湘南事務局長である作田から確認を取ることになった。 
   

以上 
 

文責：作田智惠子 


